
ソリューションノート

クラウドネットワークの利点が、ほぼすべての業界の
組織を従来の物理的データセンターからハイブリッド
およびマルチクラウド環境へのデータプラットフォー
ムやアプリケーションの移行へと導いています。
アプリケーションの稼働時間、弾力性、災害復旧、ワークフローの自動化、ス
ケーラビリティ、アジリティ、そして潜在的なITコストにおける利点は、緊急で
はなかったとしても、ビジネスインフラストラクチャを近代化する上で説得力の
ある理由の一つです。しかし、ハイブリッドおよびマルチクラウドへの移行の過
程で、組織は職場の近代化の取り組みやクラウドの利点の達成を遅らせたり、さ
らには停滞させたりする無数の課題に直面します。統合ネットワークおよびセ
キュリティサービスのリーダーとして、Infoblox はこれらの課題を予測し、世界
をリードする企業と協力して、クラウド移行の主要な障害を簡素化し解決する
ためのソリューションを理解・開発してきました。Infoblox は、NIOS 9.0.1 と 
Trinzic X6、Infoblox の専用物理およびソフトウェア・アプライアンス・プラット
フォームを使用して、企業が一般的な落とし穴を回避し、クラウドの利点をより
早く実現し、より優れた堅牢なソリューションを導入して、価値実現までの時間
を短縮できるよう支援します。

ビジネスの課題

NIOS 9.0.1 では、Infoblox は、Trinzic X6 プラットフォームの一部として、3つ
のコスト削減を可能にする「サイト全体」ライセンス（以前は別売り）を含める
ことで、頻繁に発生するビジネス課題を解決し、職場の近代化を実現します。こ
れには、クラウドプラットフォーム（CP）API 自動化、DNS ファイアウォール
（DFW）、およびDNS トラフィックコントロール（DTC）によるグローバルサー
バー負荷分散が含まれます。これらのソリューションは、サイロ化やマルチクラ
ウド環境全体でワークロードの自動化と可用性を拡張し、レスポンスポリシー
ゾーン（RPZ）を活用して悪意のあるネットワークIPやドメインからのDNS解決
をブロックすることにより、エッジで企業を保護します。また、遅延を排除し、
災害復旧を実現することで、アプリケーションの稼働率とユーザーエクスペリエ
ンスの向上といったビジネス上の課題に対応します。このソリューションノート
では、主なユースケース、ソリューションの仕組み、ハイブリッドなマルチクラ
ウド環境における潜在的な優位性など、それぞれの特徴と機能を個別に検証し
ます。

TRINZIC X6 が、ハイブリッド、 
マルチクラウドネットワークにおける自動化、 
セキュリティ、稼働時間の課題を解決
NIOS 9.0.1

Trinzic X6 は、Cloud Platform
（CP）API 自動化、DNS Firewall
（DFW）、DNS Traffic Control
（DTC）グローバルサーバー負荷
分散の「サイト全体」ライセンス
を含めることで、差し迫ったクラ
ウド近代化の課題を解決します。

クラウドプラットフォーム
（CP）自動化のためのAPI

使用例

•	 API DDI 自動化を拡張する

•	 API 呼び出しのバックホールを
回避する

•	 DDIをマルチクラウド環境に拡
張する

•	 ネットワークおよびクラウド
チームのアクセス制御を簡素化
する

•	 ネットワーク運用の複雑さを軽
減する

•	 コストを削減し、強力な ROI を
達成する

メリット

•	 分散 API 処理：CP ライセンスは 
DDI のパフォーマンスを向上さ
せ、API の負荷をローカルに分
散します。

•	 委任管理とマルチテナンシー：
管理者は、特定のクラウドまた
は自動化プロジェクトによるプ
ログラム管理のために  DDI オ
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クラウドプラットフォーム（CP）自動化のためのAPI

クラウド環境における DDI インフラストラクチャの拡張と自動化
企業がクラウド導入を採用するにつれて、オーケストレーションと自動化の機
能が重要になります。Infoblox CP API ライセンスは、API 処理を分散し、API 
呼び出しと DNS/DHCP プロトコルサービスを各データセンターまたはクラウ
ド環境にローカルに保つことで、データセンター展開のスケーラビリティと回
復力を向上させます。このようなローカル展開（分散配置）により、企業は現
在の分散型クラウド導入のニーズを最適化し、将来の導入トポロジーを現実化
するアーキテクチャを用いて重要なネットワークサービスを拡張できます。

変化の理由：DNS と IPAM インフラストラクチャを近代化
重要な DDI（DNS、DHCP、IPAM）ネットワークサービスの自動化と配信は、
現代の動的なインフラストラクチャにとって不可欠です。クラウド管理または
オーケストレーションプラットフォームの構成を変更するだけで、アプリケー
ションをオンプレミスのプライベートクラウド、オフプレミスのパブリックク
ラウド、またはハイブリッド環境に導入できます。同様に、アプリケーション
を移動して、インフラストラクチャ・アズ・ア・サービス（IaaS）リソースを
より有効に活用できます。したがって、DDI がこれらの環境において柔軟性を
持ち、自動化され、分散されることが重要です。

プロビジョニングワークフローの一環として、各仮想マシン（VM）の計算、
ストレージ、ネットワークの要件をプロビジョニングするために、サーバー／
クラウドチーム間の統合が必要です。
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図  1：仮想マシン（VM）の作成は、サーバー／クラウドチームとネットワークチームを横断して、VM の
プロビジョニング、管理、廃止を行います。

なぜ「今」なのか：ハイブリッド・マルチクラウドネットワーク向けにエ
ンタープライズグレードの DDI を自動化・拡張
CP API ライセンスは、Infoblox Grid に直接統合された単一の Trinzic X6 プラッ
トフォームで、DDI レコードの API 管理を通じて DNS および DHCP プロト
コルを提供することにより、分散 DDI サービスの課題を解決します。VM がプ
ロビジョニングされると、CP ライセンスは IP アドレスを割り当て、各 VM の 
DNS レコードを自動的に作成します。これにより、IP アドレスや個々の DNS 
レコードを手動でプロビジョニングすることによって生じるボトルネックが解
消されます。CP ライセンスは、API の耐障害性、分散 API 処理、および権限委
譲をさらに可能にします。

Infoblox は、RESTful API を使用して主要なクラウド管理プラットフォームと
統合し、ワークロードの IP アドレス管理と自動 DNS プロビジョニングを提
供することで俊敏性を向上させます。クラウドオーケストレーションプラット
フォームは、API呼び出しを使用して、DNS および IP アドレスの自動化のため
にネットワークサービスをプロビジョニングします。これらの API 呼び出しの
処理は、VM のプロビジョニングにとって重要であり、単一障害点のないスケー
ラブルで回復力のあるソリューションが必要です。

ブジェクトを委任できます。ま
た、テナントごとにオブジェク
トをセグメント化して管理し、
なおかつ一元化された可視性を
維持することもできます。

•	 耐障害性の向上：APIの自動化は
ローカルアプライアンスレベル
で行われるため、Grid Manager 
への接続が失われても、クラウ
ドおよび仮想化の作成を継続で
きます。

•	 Infoblox DDI との全面統合：
CP 機能は、Infoblox Grid 内の
従来型  DDI アプライアンスと
連携し、Infoblox Internal DNS 
Security をサポートします。

•	 主要プラットフォームとの直
接統合：Infoblox は、VMware 
vRA/vRO、AWS EC2、GCP、
Azure、OpenStack などのプ
ラットフォームとの事前構築さ
れた統合を提供し、迅速な導入
と価値実現のために最適化され
ています。
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ハイブリッドクラウド導入における一元的な可視性と管理
Infoblox Grid のデータ同期および分散データベース機能により、DNS および DHCP プロトコルサポートを分
散しながら、すべての DDI データを中央で簡単に管理できます。CP ライセンスは、DNS/DHCP を提供する
同じ Infoblox メンバーで API 更新を可能にすることで、この概念をさらに一歩進めます。Infoblox Grid は、
グリッド内のすべてのデータをほぼリアルタイムで双方向に同期し、Grid Manager および／または Trinzic X6 
CP メンバーを通じて重要な DDI レコードを更新できる独自の機能を提供します。この機能により、企業は 
Infoblox Grid から DNS/DHCP プロトコルを提供するのと同様に、分散型で高可用性の API 処理の利点を享
受できます。

クラウド管理プラットフォームによる API ハンドリングの改善
CP ライセンスがない場合、API 呼び出しは Infoblox Cloud Network Automation の展開の一部として Infoblox 
Grid Manager に送信されます。このアプローチは、Grid Managerとの通信が可能であればうまく機能しま
す。しかし、クラウド管理プラットフォーム／オーケストレーターと Grid Manager をホストするプライマリ
データセンター間のネットワーク接続が中断されると、DNS および IP アドレス管理に影響が及び、サービス
停止のリスクが高まります。

Infoblox CP ライセンスは、従来のグリッドメンバーと同様に DNS と DHCP を提供しますが、IPAM レコー
ドの同期と管理も可能です。これらの機能により、DNS/DHCP の変更がリアルタイムで行われる間、すべ
ての API 呼び出しが同じデータセンターまたはクラウド環境内に維持されます。そのため、グリッドマネー
ジャーへの接続が失われても、可用性と遅延の問題は解消されます。接続が再開されると、グリッドマネー
ジャーとクラウドプラットフォームメンバー間でデータが自動的に同期されます。この同期手順により、集中
化された可視性と管理を提供しながら、ローカルの耐障害性が保証されます。VM が複数の場所に展開される
スケールアウトされたクラウド環境では、ローカル API 機能によりシステム全体の信頼性が向上し、WAN 経
由で送信する必要がある API 呼び出しによる遅延が回避されます。

分散型 DDI 管理とマルチテナンシーサポート
Infoblox CP ライセンスは委任モデルをサポートしており、組織は DDI をセグメント化して、ゾーン、サブ
ゾーン、ネットワーク／サブネット、または範囲のレコード管理を組織内の特定の部門やプロジェクトに委任
できます。Infoblox Cloud Network Automation と併用することで、CP ライセンスはネットワーク管理者が 
OpenStack、VMware vRA テナント、または AWS EC2 VPC に特化した DDI レコードの管理を委任および分
離できるようにし、マルチテナント環境の管理を容易にします。

追加の CP ライセンスをオンデマンドで導入し、プロトコルと API の容量を増やすか、新しいクラウド環境の
プロビジョニング時に重要なネットワークサービスを提供できます。この機能は、クラウド導入のスケーラビ
リティと弾力性を向上させると同時に、サービス提供までの全体的な時間を短縮します。CP 機能は、ハイブ
リッドおよびマルチクラウド展開で必要とされる、動的でスケーラブルな DDI サービスを提供するために不可
欠です。

INFOBLOX を選ぶ理由：マルチクラウド企業向けに信頼性の高いDDI自動化、パフォーマンス、
耐障害性を拡張
Infoblox の CP ライセンスは、信頼性が高くスケーラブルなクラウドネットワーク自動化のパフォーマンスと
耐障害性を確保するために、エンタープライズグレードの DDI を最適化します。単一のコントロールプレー
ン管理により、物理リソースと仮想リソースの包括的な可視性を提供します。また、AWS、Azure、GCP、
OpenStack、VMware などのプラットフォームとの強力な API 統合を活用し、ハイブリッド・マルチクラウド
エンタープライズ全体で自動化を拡張します。
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DNSファイアウォール（DFW） 

エンタープライズの境界まで DNS を保護
Infoblox DNS Firewall は、レスポンスポリシーゾーン（RPZ）と  threat 
intelligence サービス（マルウェアフィード）を利用して、マルウェアを検出、
封じ込め、制御し、DNS を保護する Domain Name System（DNS）サービス
です。このタイプのマルウェアは、侵入、データの持ち出し、その他の悪意の
ある行為のために、DNS を利用してコマンドアンドコントロール（C&C）サー
バーやボットネットと通信します。RPZ は、クライアントがクエリを実行して
いるサーバーやサービスの評判を理解し、ネットワークユーザーやシステムが
既知の悪意のあるインターネットの場所に接続することを防ぐためのポリシー
やアクションを設定する方法を提供します。Infoblox は、物理アプライアンス
およびソフトウェアアプライアンス用の NIOS に DFW ライセンスを組み込むこ
とで、オンプレミスサイト、データセンター、クラウドからネットワークエッ
ジに至るまで、企業全体を保護する上で役立ちます。

変化する理由：DNS インフラストラクチャは攻撃を受けている
DNS インフラストラクチャへの攻撃は、世界中のあらゆる業界で毎日発生し
ている何千件ものデータ侵害の主な原因であり続けています。DNS は、DNS 
キャッシュポイズニング、スプーフィング、セッションハイジャックなど、今
日の次世代ファイアウォール（NGFW）の動作を回避したり、妨害したりする
さまざまなボリューム型 DNS、DDoS、または DNS 増幅/リフレクション攻撃
やエクスプロイトによって攻撃を受けます。ほとんどの NGFW は、DNS クエ
リと応答が送信されるプロトコルであるポート 53 をトラフィックが通過するこ
とを許可しているため、これらの脅威を識別または処理できません。

なぜ「今」なのか：データの持ち出しと悪意のある場所への接続を防止
DNS は、検出されていないマルウェアに感染したデバイスを介して無意識に、
または悪意のある人物によって意図的に、ポート 53 を介して IP プロトコル
をトンネリングすることにより、データ持ち出しの経路としてますます使用さ
れるようになっています。さらに悪いことに、ほとんどのマルウェアは感染後 
200 日以上検出されず、企業は顧客の機密データ、財務情報、知的財産、その
他の重要な情報を失う危険にさらされています。

INFOBLOX を選ぶ理由：保護とパフォーマンスのためにネットワークと
セキュリティを統合
Infoblox DFW は、業界をリードする DNS ベースのネットワークセキュリ
ティ・ソリューションです。DFW を使用して、Infoblox はオンプレミスの展
開からクラウドネットワークのエッジに至るまで、データを持ち出すマルウェ
アを封じ込めて制御することで、ネットワークとセキュリティを統合します。
DFW は、DNS RPZ、Infoblox のオプションである BloxOne Threat Defense、
Threat Insight、またはフォレンジックなサードパーティの侵害指標（IoC）
フィードを統合して、マルウェアを検出、ブロック、リダイレクトします。
Infoblox は、DFW をグリッド内のネットワーク IPAM データと組み合わせて、
感染したデバイスを隔離し、修復を支援します。DHCP フィンガープリンティ
ングと Identity Mapping を活用することで、管理者は感染したデバイスに関連
付けられたユーザー名を取得し、サイバーキルチェーンの初期段階で脅威の影
響を軽減できます。さらに、DFW は DNS リダイレクトを有効にし、管理者が
ドメインをブロックしたり、「ウォールドガーデン」やその他の指定された場
所に転送したりできるようにします。DFW は、エコシステム・ライセンスを
お持ちの顧客向けに、セキュリティエコシステム統合のトリガーとしても使用
できます。また、DFW は Infoblox Reporting and Analytics と統合して、上位
の RPZ ヒット、上位の悪意のあるホスト名、上位の悪意のあるユーザー、そ
の他の多くのセキュリティメトリクスを含む、概要レポートと豊富なコンテキ

DNSファイアウォール
（DFW） 

使用例

•	 IO C 検出をネットワークエッ
ジ（オンプレミスまたはクラウ
ド）に導入する

•	 ハードウェアまたはソフトウェ
アアプライアンスでDFWを有効
にしてください

•	 Infoblox および / またはサード
パーティのフィードを使用した
脅威保護を許可する

•	 DNS マルウェア保護の確保する

•	 既存のセキュリティスタックを
改善する

メリット

•	 マルウェアの検出、封じ込め、
制御：ネットワークとセキュリ
ティのツールおよびデータを組
み合わせて、感染した通信や悪
意のある通信を早期に検出でき
るようにします。

•	 企業の  D N S  脅威の影響を軽
減：RPZ とオプションの threat 
intelligence フィードを組み合わ
せて、オンプレミスからクラウ
ド展開まで企業を保護します。

•	 可視性、自動化、制御の向上：
管理者が豊富なコンテキスト
データを確認し、脅威対応を自
動化し、セキュリティ脅威をリ
ダイレクトおよび修復できるよ
うにします。

•	 セキュリティエコシステムの統
合を開始する：広範なエコシス
テムの統合を通じて、脅威の認
識、可視性、共有、対応を向上
させます。

•	 レポートとアナリティクスの統
合：豊富なネットワークデータ
の要約、フォレンジックおよび
視覚化されたレポートをオンデ
マンドで取得します。

•	 既存のセキュリティスタックを
強化し、既存のセキュリティ
ツールと統合の影響、価値、ROI
を向上させます。
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ストデータを提供します。最後に、DFW は DNS マルウェア保護において信頼
できる基盤を提供し、顧客の既存のセキュリティスタックの効果と投資利益率
（ROI）を向上させます。

ではその仕組みについて見ていきましょう。
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図  2：DNS ファイアウォールが悪意のある接続試行をブロックする仕組み。

DNSトラフィックコントロール（DTC） 

トラフィック管理の改善、アプリケーションの稼働時間の向上、ユーザー
エクスペリエンスの向上
Infoblox DTC ライセンスは、オンプレミスおよびハイブリッドのマルチクラウ
ドネットワークに対して、ネットワークトラフィック管理、信頼性の高いアプ
リケーション稼働時間、サービスの弾力性、災害復旧（DR）を提供する統合型
のグローバルサーバー負荷分散（GSLB）ソリューションです。DTC は、権威
ある IPAM データを DNS および GSLB サーバーの正常性メトリック、GeoIP、
拡張属性（EA またはユーザーメタタグ）と統合し、ユーザートラフィックを最
適なサーバーにインテリジェントに誘導して、最大限の稼働時間とユーザーエ
クスペリエンスを実現します。

変化の理由：グローバルな近代化によるネットワーク環境の変化
地域およびグローバルな職場の近代化は、オンプレミスおよびハイブリッド、
マルチクラウドの企業を変革しています。どこからでもクラウドアプリケー
ションに直接アクセスできることにより、迅速で効率的かつ常に利用可能な
顧客体験への期待が高まっています。SD-WAN により、ローカルブランチか
ら直接インターネットにアクセスすることが可能になります。5G 機能が出現
し、IoT によりネットワークリソースへの接続需要が増加しています。組織が
新しいプラットフォームや技術を採用するにつれて、これらの課題は拡大しま
す。ユーザーは、特に e コマースや社内ポータルにおいて、リアルタイムのパ
フォーマンスを期待しています。レガシーアプリと最新アプリの管理は、特に
合併や買収により、ますます複雑になっています。プライバシー規制は強化さ
れており、遵守しない場合には厳しい罰則が科せられます。モバイルおよびリ
モートワーカーやブランチにおけるトレンドの変化、グローバル化、データセ
ンターの統合、継続的なリソース制限、ならびに DNS、マルウェア、ステルス
攻撃の拡大により、ネットワークトラフィック、稼働時間、ビジネス継続性を
責任を持って持続可能な方法で管理するタスクを担当しているチームには、さ
らに大きな負担がかかっています。

DNSトラフィックコントロール
（DTC） 

使用例

•	 社内外のオンプレミスおよびハ
イブリッドクラウドにおける費
用対効果の良いグローバルトラ
フィック管理

•	 サブネット、GeoIP、拡張属性
に基づくオンプレミスおよび 
SaaS アプリの稼働時間

•	 壊滅的な障害後の弾力性を目的
とした災害復旧（DR）

•	 ドメインゾーンの統合とサー
バーおよびリソースの複製

•	 プライベート、ハイブリッド、
マルチクラウド環境における 
AP I  ベースのアプリケーショ
ン・スケーリング

•	 MS AD クライアントのサイトレ
ベルの認識

•	 全面統合型のレポート作成と
分析

メリット

•	 統合型  DNS/ グローバルサー
バー負荷分散（ G S L B）： 
信頼性の高い  IP アドレス管理
（IPAM）を DNS と GSLB に統
合し、独立した DNS プラット
フォームに依存することなく、
インターネットおよびイントラ
ネットアプリケーションにおけ
る「ファイブナイン」レベルの
高可用性と稼働時間、パフォー
マンスを提供します。

•	 インテリジェントなグローバル
トラフィック管理：DNS ベー
スの GSLB を使用して、クライ
アントとサーバーの位置、サー
バーの健全性と可用性に基づい
て、ユーザートラフィックを最
適なサーバーにインテリジェン
トに誘導します。



ソリューションノート：TRINZIC X6 は、ハイブリッド・マルチクラウドネットワークにおける自動化、 
セキュリティ、稼働時間の課題を解決します

なぜ「今」なのか：手頃な価格で信頼性の高いグローバルな稼働時間と事
業継続性
InfobloxのDTCは、他の競合するアプリケーションデリバリコントローラ
（ADC）と比較して手頃な価格で、変化するグローバルトラフィック管理の課
題を解決するソリューションを提供します。DTCは、信頼性の高いアプリケー
ションの稼働時間、パフォーマンス、シームレスなフェイルオーバーにより、
ユーザーの高い満足度を実現します。簡単なユーザーインターフェースと堅牢
なAPIを使用して、eコマース、顧客向けポータル、Web、社内のビジネスクリ
ティカルなアプリケーション向けに、地理的に多様なオンプレミスおよびハイ
ブリッドなマルチクラウド環境でネットワークトラフィックの負荷を分散しま
す。また、壊滅的な事象が発生した場合に、通常の業務を復旧させるために、
事業継続と災害復旧を提供します。

INFOBLOX を選ぶ理由：保護とパフォーマンスのためにネットワークと
セキュリティを統合
Infoblox の DTC は、権威ある IPAM データを DNS と GSLB に統合し、ユー
ザートラフィックを最適なサーバーにインテリジェントに転送します。競合す
る ADC とは異なり、全面的に統合された DNS ソリューションであるため、レ
イヤー 2 およびレイヤー 3 プロトコルを追加するよりも高速で信頼性がありま
す。複数の負荷分散アルゴリズムと柔軟で自動化されたヘルスチェックを実行
し、サーバーの可用性を確保します。DTC は、変化するデータトラフィック量
やビジネスニーズに対応する拡張性を備えています。最適な可視性を実現する
ために、DTC は、負荷分散ドメイン名（LBDN）、プールとサーバーの関係お
よび属性を表示するシンプルなユーザーインターフェースとビジュアライザー
を使用します。また、他の ADC とは異なり、LBDN、プール、サーバーをリ
アルタイムで本番前にテストし、稼働前の準備状況を確認できます。DTC は、
GeoIP と EA データ（ユーザー定義のメタタグ）を使用して、アプリケーショ
ンの最適化とともに規制とプライバシーの遵守のために地域固有のゾーンへの
トラフィックを制御できます。統合された Splunk ベースのレポートと分析ツー
ルは、事前構築済みでカスタマイズ可能な DTC ダッシュボード、レポート、検
索、アラート、自動レポート配布を提供し、このツールは別途利用可能です。
最後に、DTC は Infoblox 検出ソースと統合し、IP サブネット、GeoIP、EA 
データに基づいてトポロジを自動的に更新します。API を使用すると、新しい
サーバーインスタンスを迅速に追加し、新しいアプリのプロビジョニングや他
のシステムとの統合、そして日常的なタスクの自動化を行うことができます。
DTC は Grid に直接統合されているため、別のプラットフォームのソフトウェア
を展開・構成して、更新管理を行う必要はありません。

•	 DTC ビジュアライザー： 負荷分
散ドメイン名（LBDN）、プー
ルとサーバーの関係および属性
を 1 つの GUI で視覚化して表示
します。

•	 実稼働前テスト：新規および更
新された LBDN、プール、サー
バーを迅速かつリアルタイムで
テストし、本番運用開始前の準
備が整っていることを確認し
ます。

•	 コンプライアンス：GeoIP と拡
張可能属性（EA）データを使
用して、LBDN およびプールの
地域固有のゾーンにトラフィッ
クを制限し、プライバシーコン
プライアンスへの対応を支援し
ます。

•	 統合レポートと分析：Splunk 
ベースの事前構築済みでカスタ
マイズ可能なダッシュボード、
レポート、検索、アラート、
自動レポート配信を提供し、
可視性と制御を強化します。

•	 API の自動化：新しいサーバー
インスタンスの追加、新しいア
プリの迅速なプロビジョニン
グ、他のシステムとの統合、定
期的な GSLB 管理タスクの自動
化を通じて、時間とコストを節
約可能。ウェブ GUI の機能を反
映した、利便性と文書化に優れ
た API です。



Infobloxはネットワークとセキュリティを統合して、これまでにないパフォーマンス
と保護を提供します。Fortune 100企業や新興企業から高く信頼され、ネットワーク
が誰に、そして何に接続されているのかをリアルタイムで可視化し制御することで、
組織は迅速に稼働でき、脅威を早期に検知・対処できます。
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お問い合わせ

追加の技術情報については、	
Infoblox サポートポータル	
（https://support.infoblox.com）
にある『NIOS 9.0.1 リリースノート』
（2023年8月21日から一般利用可
能）をご覧ください。

Infoblox の NIOS または Trinzic 
X6 プラットフォーム、またはワーク
プレイスモダナイゼーションのため
のハイブリッド・マルチクラウド統
合の豊富なラインナップに関する具
体的な回答は、Infoblox のアカウ
ントチームにお問い合わせいただく
か、Infoblox.com までご連絡くだ
さい。
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図3：DTCプロビジョニングの説明。1）アプリ展開の開始、2）会社のDNS接続、3）分散データセンターでの
myappサーバーのプロビジョニング。

要約と次のステップ
NIOS 9.0.1 と Trinzic X6 プラットフォームにより、Infoblox はクラウドの近代化にお
ける課題を解決する付加価値を提供します。これには、以前は個別に販売されてい
たクラウドプラットフォーム（CP）API 自動化、DNS ファイアウォール（DFW）、
DNS トラフィック制御（DTC）グローバルサーバー負荷分散の「サイト全体」を対
象としたライセンスが含まれています。これらのソリューションは、サイロやマルチ
クラウド環境全体にわたるワークロード自動化と耐障害性の拡張、悪意のあるネット
ワーク IP またはドメインからの DNS 解決を傍受・ブロックするレスポンスポリシー
ゾーン（RPZ）によるエッジまでのエンタープライズ保護、トラフィック管理の改
善、アプリケーションの稼働時間およびユーザーエクスペリエンスの向上など、頻繁
に発生するビジネス課題に対処します。詳細情報や製品トライアルのご希望について
は、Infoblox.com のアカウントチームにお問い合わせください。

http://www.infoblox.com/jp/
https://www.instagram.com/infoblox/?hl=en
https://www.youtube.com/channel/UCfWH0dl7yTjRo9SaCz1s5nw
https://twitter.com/Infoblox
https://www.linkedin.com/company/infoblox/
https://www.facebook.com/Infobloxinc/
https://support.infoblox.com
http://www.infoblox.com/jp/
http://infoblox.com/jp/

